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京丹波のまちのニュースをお届けします

■
町
消
防
団
入
退
団

　お
よ
び
役
員
任
命
式

　

町
消
防
団
の
入
退
団
お
よ
び
役
員

任
命
式
が
、四
月
一
日
に
蒲
生
野
中
学

校
体
育
館
で
開
催
。三
十
六
人
の
新
入

団
員
を
加
え
た
消
防
団
が
、防
災
へ
の

誓
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

式
で
は
、引
き
続
き
町
消
防
団
を
指

揮
す
る
こ
と
と
な
っ
た 

う
め 梅 

は
ら 原 

よ
し 好 

の
り 範

団

長
へ
寺
尾
豊
爾
町
長
か
ら
任
命
書
が

交
付
さ
れ
た
後
、梅
原
団
長
が
、副
団

長
以
下
の
役
員
、新
入
団
者
に
対
し
任

命
書
の
交
付
お
よ
び
退
団
者
へ
の
辞
令

交
付
を
行
い
ま
し
た
。

　

交
付
後
、梅
原
団
長
は「
近
年
、私
た

ち
消
防
団
に
は
、従
来
か
ら
の
火
災
防

御
の
み
な
ら
ず
、多
種
多
様
化
す
る
災

害
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

『
自
ら
の
ま
ち
は
、自
ら
の
手
で
守
る
』

と
い
う
信
念
の
も
と
、八
四
六
人
の
仲

間
全
員
が
一
致
団
結
し
た
団
運
営
を

実
施
し
ま
す
」と
団
員
に
対
し
て
訓
示

し
ま
し
た
。

　

な
お
、入
退
団
者
お
よ
び
表
彰
受
賞

者
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。（
敬
称
略
）

【
新
入
団
員
】

■
丹
波
支
団

平
尾
隆
幸　

▼
渡
辺
陽
祐

▼
新
田
貴
志 

▼
田
中
勝
吾

▼
長
澤
淳
史 

▼
樹
山
和
将

▼
奥
野
武
志 

▼
坂
本
憲
吾

▼
野
口
尊
正 

▼
野
口
耕
平

▼
田
口
晃
貴 

▼
村
山
裕
信

▼
奥
田
康
平 

▼
隅
田
和
樹

▼
田
渕　

優 

▼
谷
口
公
平

▼
山
内
公
介 

▼
山
根
大
輔

▼
新
谷
和
幸 

▼
内
藤
涼
太

▼
谷
口　

慎

■
瑞
穂
支
団

田
畑
拓
人　

▼
辻　

拓
也

▼
田
中
隆
洋 

▼
松
井
大
祐

▼
田
内
文
弥 

▼
朝
倉
秀
人

■
和
知
支
団

藤
田
信
也　

▼
山
口
晋
也

▼
山
口
一
宜 

▼
藤
村
俊
和

▼
奥
戸
津
義 

▼
野
間
俊
亮

▼
阪　

敏
幸 

▼
溝
上
真
悟

▼
正
岡
佑
基

【
退
団
者
】

副
団
長　

湊　

嘉
秀
▼
真
野
勝
也

■
丹
波
支
団

西
垣
𠮷
裕　

▼
船
越　

真

▼
松
谷　

基 

▼
眞
野
鉄
也

▼
世
木
義
人 

▼
松
山
征
義

▼
舩
越
雅
章 

▼
井
上
仁
悟

▼
森
﨑
英
雄 

▼
岡
本
浩
輝

▼
太
田
達
士 

▼
井
上　

誠

▼
篠
塚
義
秋 

▼
森　

秀
和

▼
藤
田
直
樹 

▼
阪
田
浩
勝

▼
大
西
弘
志

■
瑞
穂
支
団

居
谷
太
志　

▼
小
山
秀
司

▼
武
内
秀
樹 

▼
田
中
義
則

▼
庄
林
英
樹 

▼
田
中
昌
吉

▼
舞
田
一
義 

▼
田
中
耕
次

▼
細
見
浩
樹 

▼
大
野
康
志

▼
竹
内　

亮 

▼
岩
崎
勝
也

▼
上
田
英
之 

▼
花
木
薫
也

▼
岡
花
宏
明 

▼
朝
倉
弘
行

▼
藤
田
博
明 

▼
田
端
祐
史

■
和
知
支
団

橋
本
一
幸　

▼
藤
田
達
也

▼
田
畑
昭
彦 

▼
竹
中
真
介

▼
木
上　

学 

▼
榎
川
善
久

▼
樋
口
孝
司 

▼
隅
山　

昇

▼
山
根
和
久

【
消
防
庁
長
官
表
彰
】

永
年
勤
続
功
労
章

長
澤　

誠（
支
団
長
）

【
財
団
法
人
日
本
消
防
協
会
長
表
彰
】

精
績
章

西
村
正
義（
分
団
長
）

▼
居
谷
太
志（
同
）

▼
西
田
和
史（
同
）

▼
津
田
康
裕（
同
）

▼
竹
内
伸
広（
同
）

勤
続
章

湊　

公
雄（
分
団
長
）

▼
竹
下
三
好 

▼
谷
口
忠
久

▼
谷
内
誠
樹 

▼
山
口
孝
和

▼
和
田
一
男

　
※
階
級
は
表
彰
時
点
の
も
の
で
す
。

心
・
安
全
へ
の
活
動
を
誓
う

安

任命書を受け取る新入団員（蒲生野中学校・蒲生）
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　町
立
医
療
機
関
で
は
、平
成
二
十
六
年
四
月
一
日

か
ら
診
療
体
制
を
変
更
し
て
い
ま
す
。ご
確
認
の
う

え
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
 
☎
８
6
―
0
2
2
0

お
知
ら
せ

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、町
立
病
院
・
診
療
所
の
医
師
や
専

門
職
員
が
皆
さ
ん
に
お
届
け
す
る
健
康
情
報
コ
ー
ナ
ー

で
す
。

今
回
の
担
当
は
、国
保
京
丹
波
町
病
院
の
垣
田
秀
治

副
院
長
。気
に
な
る
人
も
多
い
ダ
イ
エ
ッ
ト
の
中
で
も
、

低
炭
水
化
物
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
関
す
る
お
話
で
す
。

低
炭
水
化
物
食
、す
な
わ
ち
食
事
の
中
で
主
食（
米
飯
や

パ
ン
な
ど
）を
極
力
控
え
れ
ば
、副
食
は
い
く
ら
食
べ
て
も

大
丈
夫
！
な
ん
て
こ
と
が
最
近
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、本
当

に
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。答
え
は「
×
」で
す
。

肥
満
傾
向
に
あ
る
方
は
多
少
効
果
が
あ
る
よ
う
で
す

が
、せ
い
ぜ
い
効
果
が
あ
る
の
は
半
年
程
度
、一
年
は
続
か
な

い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、炭
水
化
物
を
控
え
る
こ
と
で
総
摂
取
カ
ロ
リ
ー

が
減
る
た
め
で
、代
わ
り
に
タ
ン
パ
ク
質
摂
取
量
が
増
え
た

り
、脂
質
摂
取
量
が
増
え
た
り
す
る
こ
と
で
、か
え
っ
て
悪
い

影
響
が
で
て
き
ま
す
。

タ
ン
パ
ク
質
の
過
剰
摂
取
は
、軽
度
腎
機
能
障
害
の
あ

る
方
だ
と
腎
機
能
を
更
に
悪
く
す
る
危
険
が
あ
り
、脂
質

摂
取
量
が
増
え
る
と
、総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や
悪
玉
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
が
増
え
て
、心
臓
病
、肝
障
害
の
原
因
と
な
り
ま

す
。こ
れ
は
、動
物
性
タ
ン
パ
ク
や
動
物
性
脂
肪
だ
け
で
は

な
く
、植
物
性
タ
ン
パ
ク
、植
物
性
脂
肪
を
摂
っ
て
も
同
じ

で
す
。

た
だ
し
、軽
度
の
炭
水
化
物
制
限
は
、タ
ン
パ
ク
質
の
摂

取
量
、脂
肪
の
摂
取
量
が
増
え
な
け
れ
ば
糖
尿
病
や
肥
満

に
と
っ
て
も
効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、正
し

く
利
用
す
る
な
ら
試
し
て
み
て
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

低
炭
水
化
物
ダ
イ
エ
ッ
ト
を
す
る
た
め
に
注
意
す
る
こ

と
は
、

①
軽
度
の
炭
水
化
物
制
限
に
と
ど
め
る

　（通
常
の
二
割
〜
三
割
減
）

②
期
間
は
半
年
か
ら
一
年
程
度
で
や
め
て
お
く

③
腎
機
能
障
害
の
あ
る
方
は
原
則
適
応
外

④
空
腹
感
に
は
タ
ン
パ
ク
質
や
脂
質
摂
取
を
増
や
す
の
で

は
な
く
、野
菜
摂
取
を
増
や
す
こ
と

こ
れ
ら
に
注
意
し
て
、特
に
肥
満
傾
向
の
あ
る
方
は
少
し

主
食
摂
取
量
を
減
ら
し
て
み
て
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 垣田　秀治  先生（京丹波町病院）
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いきいき健康術 第81回

『低炭水化物ダイエットって
　　　本当にいいの？』

かき　た ひで　はる
副院長

て
ら   

お   

と
よ    

じ




